























































Concept of Volunteer Activities from The Perspective of a Community
Coordinator that Connects Students of Childcare Teacher Training















































2019 年７月から 10 月にかけて実施した。有効回












































育所 17 名、その他 55 名）である。半日のその他
55 名の内訳は、図書館イベント 24 名、保育イベ












































































































































































































































































































































































































































































































































































その後、CC 講座で学んだ CC 的視点でボラン
ティア活動の改善を考察した。その結果、現在、
実践している個々の取り組みをつなげていくこと
が、より広がりのある関係性を生み出すことにな
ると考えられる。また、ボランティア活動によっ
て、実習・就職先との長期的な関係性づくりが構
築され、就職に向けて段階的に社会性やコミュニ
ケーション能力を学び、保育者のキャリアが明確
化されていくのだという共通認識を広めていくこ
とも、今後の課題とする。
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